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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正及修正及修正及修正及びびびび剰余金配当剰余金配当剰余金配当剰余金配当（（（（初配初配初配初配））））にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

 

最近の業績動向の踏まえ、平成 25 年１月 10 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修

正しましたので、お知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、下記の通り平成 25 年２月 28 日を基準日とする剰余金の

配当（初配）を行うことについて、平成 25年５月 29 日開催予定の第 12 回定時株主総会に付議す

ることを決議しましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

    

１．業績予想の修正 

 平成 25年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年３月１日～平成 25年２月 28日） 

（単位：百万円・％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 10,007 110 88 22 684 円 44 銭 

今回発表予想(Ｂ) 9,968 68 65 24 746 円 29 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △39 △42 △23 2 － 

増減率（％） △0.4 △38.2 △26.1 9.1 － 

(ご参考)前期実績

(平成24年２月期) 
9,514 219 266 122 3,979 円 66 銭 

 

 

修正の理由 

政権交代以降、景気動向は好転の兆しが見られてまいりましたが、節約志向は依然として強く、

個人消費の本格的な回復には未だ時間がかかる状況で推移いたしました。 

そうした中で、当社グループの飲食事業における通期既存店売上高は、101.1％と堅調に推移し、

連結売上高は、概ね計画どおりの見込みとなりました。コスト面におきましては、原価率の上昇

に加え、来期以降の出店計画達成のための先行投資として、人材の確保・育成を重視した結果、

2014 年入社の新卒採用活動を強化するなど、採用関連費用が増加いたしました。また、店舗リニ

ューアル関連費用がコスト増加要因となりました。この結果、営業利益は 68 百万円、経常利益は

65 百万円の見込みとなりましたが、当期純利益は、法人税等を加味した結果、概ね計画どおりの

24 百万円の見込みとなりました。 

 



 

２．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

(平成25年１月10日公表) 

前期実績 

(平成 24 年２月期) 

基準日 平成 25 年２月 28 日 同左 平成 24 年２月 29 日 

１株当たり 

配当金 
500 円 00 銭 0 円 00 銭 0 円 00 銭 

配当金総額 16,277,000 円 ― ― 

効力発生日 平成 25 年５月 30 日 ― ― 

配当原資 利益剰余金 ― ― 

 

 

理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題として位置付けておりますが、これまで

は、新規出店や人材育成、管理体制強化のための投資等に充当するために、内部留保を優先し、

設立以来無配としてまいりました。今後も引き続き業容の拡大に努めてまいりますが、管理体

制についてはシステム投資等による強化が進んだことから、株主の皆様への利益還元の重要性

を鑑み、中長期的な見通し、設備投資計画、財務状況等を勘案しながら、配当を開始すること

といたしました。当期の配当につきましては、１株当たり 500 円の期末配当の実施を平成 25年

５月 29 日開催予定の第 12 回定時株主総会に付議することといたしました。 

以上 

 


